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<講話録>「間主観的な意識」と「時間」～「部落」











































































































































































































































































































































































































































































石藩 3、高木藩 3、濱田藩 2 です。9 村のうち、






















































































































































































































































































































































































































































   
 
       








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































のは、1871 年 4 月の戸籍法から 1872 年 1 月まで
の 10 ケ月弱の間となります。
　この変化を現実のものにしたのは 1871（明治

























1871 年 8 月には「穢多・非人の所有地にも地租
賦課の布告」が出されています。このように、
地租改正を進めるために封建的な特権を剥奪す
る一環として、「横の国民」化とともに、この布
告文を出したとも考えられます。その後、「穢多」
の村の貧困化が進んでいくところが出てきます
（参考：上杉聡『後掲書』）（図〔2〕）。
　この太政官の布告に際して、布告文を受け取っ
た府県（この時期旧藩）では、布告文とともに
独自の付文をつけて庶民に下しています。上杉
聡は、この「穢多・非人等」の解釈、「等」に
着目しました。各府県では「穢多・非人」の外
の布告の対象者を特定しています。例えば、岡
山県では「陰陽師並びに説教・隠亡等」、名東
県では「掃除・猿牽・探禾・茶筅」などが付文
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に見えます。金沢県では、「藤内・皮田・物吉・
舞々」が挙がっています。上杉は、これらの呼
称を持つ人びとについて、「職業、支配・法的地
位等」の「完全な共通性をそれらの内部に見い
だすことは不可能」と指摘しています。また、
大蔵省の資料には、「（辛未八月）二十八日。（中
略）○穢多、非人等の称を廃して悉く民籍に編
し、地租蠲免の制を罷む」と述べ、細字で「穢多、
二十八万三百十一人、非人、二万三千四百八十人、
皮作雑種、七万九千九十五人」と人数を記載し
ています（これは先の人口調査の集計と思われ
る）。ここでは「等」を「皮作雑種」という表現
でまとめています。「穢多」、「非人」、「皮作雑種」
にどんな人びとが含まれてカウントされている
のかわかりません。言葉による収斂化が国家に
よって進められているといえます（上杉聡『明
治維新と賤民制廃止令』、解放出版社、1990）。
　1872（明治 5）年の「皇族・華族・士族・平
民」という身分制が確立された後、1877（明治
10）年頃以降になると、地方行政文書の中では
上記の多様な呼称が、「旧穢多」、「新平民」とい
う言葉に収斂されていきます（図〔3〕〔4〕）。こ
のように布告文は、多様な呼称と役負担をもち、
周辺の村々との分業に近い関連を持った生活を
していた人びとなど、多様な集団を、「旧穢多」、
「新平民」という言葉に収斂し「賤民」観を付加
させた。そのことによって、ある意味副作用的
にではありますが、差別意識を定着するきっか
けを作り出したと考えています。そして、この
観念が行政や教育などを通して強化され社会意
識として浸透していきます。
（3）「特種部落」観の成立過程をめぐって  2
　「村」観の行政区画の説明のところで、1878 年
の「郡区町村編成法」から「固有名詞としての〈部
落〉」の使用が始まったと述べました。この使用
方法は「村」を意味します。差別意識に関わる
のは、カテゴリー化された差別的関係を表現す
る「抽象名詞としての〈部落〉」です（図〔6〕）。
　以下の論評は、小島達夫の仮説や年表を参考
にして、日野が整理してまとめたものです。今
回は、「特種部落」という言葉とイメージの形
成過程を概括に示します。次回に、年表等資料
を使用して説明を行いたいと思います（小島達
夫「被差別部落の歴史的呼称の問題－『特種部
落』・『特殊部落』の呼称の形成過程とその時期」
領家穰編『日本近代化と部落問題』、明石書店、
1996：日野「差別的関係についての社会学的考察」
『同書』も参考）。
　「抽象名詞としての〈部落〉」について、小島
達夫は、「特種部落」という言葉に着目して資料
を踏査しています。小島は、1899（明治 32）年
に奈良県の公文書、知事諮問に対する郡長答申
「就学出席奨励方法」に「特種部落ナルモノアリ
テ貧児多シ此児童ハ常ニ糠糖ヲ食シ襤褸ヲ纏ヒ
遊惰ノ性ヲ有ス是ヲ以テ一タビ学ニ就クモ其出
席ノ状態ハ隠見出没常ナラサルヲ見ル …」とあ
り、この文書が今のところ「特種部落」の初出
であるが、他地域で早い時期に出ているかもし
れない、という前提を付けて考察しています。
　小島は、この語は「旧穢多」、「新平民」の言
い換え語として作られたこと、またこの文面か
らは「《貧困》のイメージ」として捉えられると
述べています。小島作成の年表（主に奈良県行
政文書、部分的に、伊勢、神戸の新聞記事、『警
察協会雑誌』等を含む：次回に提示）を見ると、
この時期、奈良県関連の資料では、「旧穢多（部
落）」、「新平民（部落）」、「貧民部落」、「特種貧
民部落」、「特種ノ部落」、「特殊ノ部落」など、「特
種部落」とともに多様な関連語が同時に並列的
に使われています。「一種異ナリタル部落」、「一
種貧困ノ部落」という表現も見受けられますが、
「貧困」で「就学が困難」であるという記述が多
いようです。小島は、「特種」と「特殊」とは特
別な差異はないと指摘しています。そのため、
以下、「特種部落」という表記を使い、原文の「特
殊部落」はそのまま使用します。
　小島は、1903（明治 36）年になると、上記の
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ような言葉がほぼ「特種部落」、「特殊部落」に
落ち着いてくると指摘しています。この時期、「異
種部落＝旧穢多」、「特殊部落＝新平民」という
ように、「特種部落」に「旧賤民」観が浮上して
きます。そして、1905（明治 38）年頃には、「特
種部落」と「旧穢多」「新平民」とがほぼ同義語
的に使われようになり、「特種部落」に差別的な
表現が増えてくると指摘しています。
　1907（明治 40）年、三重県の「特種部落改善
の梗概」という資料に、「特種部落」は「旧穢多
なるものは新平民と唱え」というように、両語
が同義語として当たり前に使用されています。
そして、「祖先」について、南北は、「神功応神
帝の御宇、韓土より帰化したる秦韓王及漢王の
臣」、南部は、「日本武尊の東夷征討の際に俘虜
になりたる者として、即ち蝦夷なり」と、記述
しています。「特種部落」という言葉に「異民族」
観が付与されるようになります（日野付加）。
　小島の年表には、兵庫県で 1908（明治 41）年
に「特種部落、特殊部落」、奈良県で 1909 年に「特
殊部落」の表現を使って、「特種（殊）部落」対
「普通部落」というようにカテゴライズされた対
比的・対語的な表現が出てきます。この対比的
な使い方は改善事業に絡んで出てきます。「普通
部落」に対して「特種部落」という言葉が社会
意識の中でマイナスイメージで少しまとまって
捉えられるようになってきたのかもしれません。
そして、1911（明治 44）年に内務省が「細民部落」
という言葉に転換するよう指示を出しています。
小島は、この語が「特種部落」の言い換え語であっ
たことを示唆しています。
　「細民部落」について補足しておきます。明治
中期頃になると、資本主義の萌芽期で農民層分
解が進み、都市部にスラムが出来上がっていき
ます。そして、「貧困部落」という言葉も使われ
るようになります（奈良県では明治 20 年代に出
てきます）。秋定嘉和は、1891（明治 24）年から
1908（明治 41）年の資料集を作成する中で、「救
貧対策」は、「都市部落とスラムが混在して論ぜ
られ、これらの地域からも流出入の淵源として
混同された」、と述べています（「第四巻　融和
運動の胎動　解題」『近代部落史資料集成　第四
巻　融和運動の胎動』、三一書房、1987）。「混在」
「混同」と捉えるのは、資料を整理した時期の視
点であり、当時の人びとにとっては区別そのも
のが困難だったのではないかと感じます。その
中で、「明治につくられた〈部落〉」という表現
や研究があり、この時間の流れと関係すると思
います。「特種部落」から「細民部落」への呼称
の転換は、明治末の地方改良運動の一環として、
都市部での救貧対策と「特種部落」の改善事業
の重視が背景にあったと考えられます。
　日野の仮説図をもとに、「特種部落」像の変遷
についてたどりました。私の作業は、「特種部落」
観がどのような要因連関の中で、時代背景と時
間の経過を通して作られてきたのかをたどるも
のです。現在の〈部落〉と〈部落外〉との関係
性を分かつ〈部落〉像のもとになっていると考
える「特種部落」観が、「貧困」、「旧賤民」、「異
民族」のイメージや観念のようなあいまいなも
のです。そして、「特種（殊）部落」対「普通部落」
というように対比的・対語的に使われるように
なります。また、1909（明治 42）年には、「特種
部落」は「社会外の一つの社会」（京都府）とい
うような表現が出てきます。「特種部落」観の成
立の有り様が、現在の〈部落〉と〈部落外〉と
の関係性のもとを作ったと考えています。
　「特種部落」観は、先ほどの3つの像からすると、
依拠できるものがない、また使う側が恣意的に
利用できるものとなっています。上記の 3 つの
イメージは使う人や時期によって、ある部分が
強調されて使われることがあります。しかし、
このようなあいまいなイメージは、「何か自分た
ちとは異なる人びと」、「何者かわからない人び
と」のようなイメージに転化されて受け継がれ、
差別意識の底流を支えてきたように思います。
　このような〈部落〉観の規範化が「〈部落〉ら
しきものがある」という蓋然的な意識を生み出
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し、実体概念としての〈部落〉を作り出してき
たと考えています。そして、留意しておかなけ
ればならないことは、この差別意識が「間主観
的な意識」として社会的に構造化されているこ
とです。この観念が「部落差別を受ける者」を
作り出し、一人ひとりの「生の現実」に影響を
与えてきました。それに対して、「差別を受ける
者」は、「抑圧する差別に向かい、主体的な人間
解放の闘い」（田宮武）を続けてきたと考えてい
ます。
おわりに
　今回の講話は、「間主観的な意識」と「時間」
を基軸に置いて、全体的には差別意識とはどう
いうことなのか、またそれに向かう人間の「実
存的主体性」について考えてきました。生命的
生成の自己の現在化、世界への自己体験の時間、
間主観的な意識を作り出す社会的時間、この 3
つの時間は関係を持ちながら「生の現実」を創っ
ていると考えます。
　私の位置は、《境界》を生きる、人間の存在の
有り様を見つめていくことにあります。特に、〈障
害〉と〈部落〉の問題を課題として持ち続けて
きました。差別意識の課題は、先程の 3 つの時
間をつないで考える機会を与えてくれます。今
回の講話は、間主観的意識を作り出す社会的時
間の説明に力点を置きました。〈部落〉差別の差
別意識のもととなっている〈部落〉像の発生論
的な過程（「特種部落」観の形成過程）を探るこ
とによって、〈部落〉差別が《不条理》で構造化
された差別であることを明らかにしようとして
きました。しかも、この過程は、場面の時系列
が異なりながら、ある部分で関連し合い複層的
なさまざまな要因連関が浮かび上がっていきま
す（構築されていく）。
　今回は、「特種部落」観の成立過程について、
日野の考えを仮説図にしたものを中心にして概
括的な説明をしました。その説明は言葉とイメー
ジがどのような過程で収斂されていき、〈部落〉
と〈部落外〉の関係性を作ってきたのかを見て
いくことでした。次回は資料を使って、それぞ
れの場面に立ち止まって考えていきたいと思い
ます。
　この「講話録」は、指定研究「〈日本近代化と
部落問題〉を再考する－同和教育研究プロジェ
クト・ティームからの継承と展開」研究会での 5
回の講話をもとに、修正、加筆して原稿にして
います。執筆にあたって、研究会座長の三浦耕
吉郎社会学部教授のアドバイスをいただいてい
ることを付記しておきます。
